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Application of the soil micromorphological methods to 
the fine root studies in a Chαmαecypαris obtusαforest 
Nobuhiko KASUY A， 1倫IiroshiTAKEDA and Ooro IWA1'sUBO 
Tl.Ti p::島 t::. 1'3 
ニヒ境微細形態学でのlV，'1)¥-十去を用いてとノキ天然生林での土段堆都府楠If9での終日棋の微細j]分析誌を
翻べた。また， I可 11寺に水洗y:1;により土機堆私鰐植!日での車IIItr~の現存食を 1ft:定した。制根の土淡1ft
稿腕楠でのゴITi夜分布の線式は，IJ(i:\tYi~ と j二議 ìt1，tn.y:去で同様な傾向を示した。潤うを1*分において細
艇の大部分は土域j:H~;fttJ街椴!刊の泌さ 1~5cm (FJ，日に対Jt，する li~HïL) に分布していた。土機材I~稿




























さ1cm税!支であった。土Jilの:tjEfi'1腐槌肘は，モーダ取を訴し， L， F， HJ砕から成立ち，尽さ
3 -6 cmであったo *Ifl根は，おもに:lj討謝椛Jfilに分布していた。
制強:J也に， 10X20mのプロットを設定し，さらに 2X5mの10伽iの4ナブヅロットに分けた。
1992:年3月12日に各サブプロットから 111Ti1 の土lj~サンプルを採集した。キ111恨の微細分布を制ヨまず
る討 I~l告で，表断続25cnt (5 X 5 cm)で，堆fm，夜i梢!日 (Ao肘)とその下の鉱物質!必である AJ刊の
境界までの深さの土疑念採集した。|投Jfx根である夜夜 i ミリメートル以下の*1lI根は土携の上J';~li?l)， 
特にA に集中的に分布していた。採取した士.壊のサンプルは実験窓に持ち帰り，約 l週間，
泊ll~íどした。その後，ニヒ淡ブゃロックをアルミホイルで包み，溶解したポリエチレングリコー J!，- (分






















1麗 2J藩 3層 4J欝 5麗






閲Iに土壌tfi1fi!Ul3J' 1:il!J*7 における紺根の現存畿の分布様式を示す。続lJ根は2cmから 5cmのFJ留に
対Lちする!別立に多く分布していた。これらの紺棋の大部分は， i度筏 1mm以下の吸収般から成り立っ
ていた。土l1V1Hli腐植}';fi と鉱物質土ば~I~~ とのよ克明f!. lこ夜街1. 5鵬程度の!肥大化した術11根が分布し，
それらの縦111長から上部のこ!二段Î~tlt和J/ì!;槌j般に吸収根が広がって分布していた。水洗j去により 2 剖冊以
下の制絞の現存埜は， 7.1 t /haと披定された。このf創立，これまで北米をrlJ心とした常緑針猿樹



















断i活積 (mm 2) 











イブの吸収1}~(ま， )泊選組織などの 71~1~から '=t きた吸収根に対応することが示唆される G 吸収根に
おいて肥大成長は，認められなかったの吸収根は，発生の後，組織のスペリンイヒを総てタイプ 3，
4 のように綿織が微生物や土Jl~ 1JiJJ物により分1(1干していく。 Reynolds (975) は DouglasFir 


























と，同様に求刑から 1cm4す:に分けて得られた卒IlIt[~JU:データとの 1m には，宇11間関{系があった (p 口
0.99) また，水によるi5tい出しのj#!Hlで，タイプ4などの組織のもろくなったキ!日娘が失われるこ
とが考えられるので，タイプ1-4の合計だけでなく，タイプ 1~ 3の合計二タイプ 1~ 2の合
計，タイプ iのみの 3つの場合についても縦べたところ，いずれも相閣がみられた(p口 0.99)0 
























j二機ìlJ，tJ'CY去を刑いることで，これまで研究の悶 if1lf~であった有1進物!こ??;む土岐Jjíヨl'tJ/iIì椴Jrl の制 flQ
の分布株式や，お1恨の形態をJ!1，、た刻H棋の分類が可能になった。これまでの*lUi伎の研究では，こ1:
J~~~ご有機物が多い場合 J ::l二域からの梢根の水ìJtによる閲I1又に多大な1I~j:fljと労力が必裂とされてき




*研究において，ノ1(?先j去での}Jiif. Jrl: ;jf(~ 5E 1[とli!J.J十itでiftiなされt:*1ll棋のjMfi'1の関係を相関WI:析




ブj i;tの改 ~(;í の後，さまざまな樹種に応用されれは\紛!被動態の解明に役つであろう。
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Resume 
Soil o1'ganic laye1's we1'e imp1'egnated with 1'esin in o1'de1' to study the mic1'odistribution of 
fine roots in a Chαmαecyparis obtusa forest in Japan. Soil thin sections thus made were 
observed through a mic1'oscop巴.Fine 1'oots were classified by their color and morphology into 
four types， i)young and stained blue ii) sube1'ized and brown ii) tissue. especially co1'tex， 
pa1'tly decomposed iv) eithe1' epide1'mis 01' endoderrτlis remains. The1'e was co1'1'elation 
between the biomass data obtained by the ¥九!ashingmethod and the fine roots surface area on 
thin sections (α= .01). Consequently. the soil micromorphological methods in this study can 


















1 -1) : RI立、いずれもタイプ3のI汲I1文相(である O
ド lま .+'I表数物の$I~を示す。
，---，10.1 mm 





ーサ;総長f~.. X :由 4 次木古1、C : 5，61刊からなるまミ
!??の系議11話。紋端での1¥1心ttこは、それをi絞り問む
19)1僚な内J}:が1ei1!:iしていなし、。
2-C:ヒノキi汲Jlx.恨の総t1・米部分の形態。 P:一 2 D: I氾太成長を示すおlI!'i~o 二次水奇11 に1\ ij".l¥jの
次読者1、X:一次;，j，i'rl、C:形成例、 CO: ドi愉を読み取ることができる。 PX:係企
JUN(1。全般においてキU~税収の配ヂl]l土、 2 原 木部、 SX: .次木窓口、 SP: 次郎Ii部、 C:
lt~あるいは 3 続(!Wであった。 コルク!針。
50 
1--10.1mm 











L-.J 0.1 mm 
3 C， D : JぷgrI音1分がスベリンイヒしたIYiJl)(恨の1¥'心ね:の内総の糸線1訟は狩く染{なされて
いる。北i上lニ続三;好関がある。 3-A・c・f)(土、タイヅ iの生きたi汲JIJl.1込。





3…F : IJl II" 1 部分が分解して尖われたIj及 JI)(11~。内 JJl
Úl~分と ïUJ訪日分が残って:恨のリングを lf;
Jí)Zしている。 3 … G にはササラダニの y~カf
i認められるり
